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1 ．はじめに

　私は平成25年 4 月に国立国際医療研究センター

病院（以下，当院）の第 4 期薬剤師レジデントと

して 2 年間の研修を行った。その後引き続き，当

院の常勤職員として現在も働いている。今回は私

のレジデント研修での経験を紹介したい。

2 ．薬剤師レジデントに応募した理由

　平成18年度から学校教育法が改正され，大学の

薬学教育制度が変わった。これにより，薬学教育

は学部の修業年限が 4 年から 6 年に延長され，病

院における11週間の実務実習が 5 年時に組み込ま

れた。私の病院実務実習先は当院であったが，病

院実務実習中は初めての臨床現場ということもあ

り，当院の特徴に気付くことができなかった。し

かし，就職に向けて様々な病院を見学する機会を

得る中で，当院が幅広い総合医療を基盤とし，感

染症や糖尿病・代謝疾患，悪性腫瘍等に対して高

度な先進医療を提供しており，今後の薬剤師に求

められる専門的知識の習得も可能な病院であると

いう特徴に気付くことができた。そして何より，

私が理想とする患者に寄り添い最良の医療を提供

する病院薬剤師により近付くことができる病院だ

と感じ，当院の薬剤師レジデントを志望した。

3 ．薬剤師レジデントとしての活動

　レジデント 1 年目は薬剤師の基盤となる調剤業

務，注射業務，混合調製業務などのセントラル業

務を中心に学んだ。 2 年目からは病棟業務や

TDM解析，各診療科を回って臨床を中心に学び

（図 1 ），その経験を通して学会発表を行った。感

染症関連の講義やカンファレンスには 2 年間を通

して参加し，継続的に学ぶことができた。

①セントラル業務

　当院の採用薬剤数は1,700品目を超えているた

め，働き始めた頃は毎日初めて見る薬剤を調剤し，

薬剤の名称，添付文書の内容を覚えることに必死

で，目まぐるしい日々を過ごしたことを記憶して

いる。指導薬剤師が傍にいて調剤を常にチェック

する学生の実務実習とは異なり，自分自身が薬剤

師として調剤することに大きな責任を感じたこと

を今でも覚えている。

図 1 　 4 期生レジデント通年スケジュール
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国立研究開発法人 国立国際医療研究センターの薬剤師レジデント制度とその現況（ 5 ）

薬剤師レジデントの研修で得た経験と修了後の現況

国立研究開発法人 国立国際医療研究センター病院 薬剤部

大橋　裕丈（レジデント 4 期生）
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　特に印象に残った経験としては，日本医療機能

評価機構が実施する病院機能評価認定（3rdG：

Ver.1.1）を取得するために，調剤室・注射室に

おける医薬品管理の見直しなどを行ったことであ

る。学生時代に学んだ薬事法（現在の医薬品，医

療機器等の品質，有効性及び安全性の確保等に関

する法律）を思い出しながら，毒薬・劇薬の表記

や管理方法など様々なチェックを行った。薬剤師

として新人の私は臨床に目が行きがちであった

が，病院機能評価認定取得の準備を通して，薬剤

管理もとても重要な業務であることに気付くこと

ができた。

②病棟業務

　レジデント 2 年間を通して 1 番印象に残った経

験としては， 2 年目に病棟薬剤業務実施加算取得

に向けた担当チームのメンバーに加わることがで

きたことである。

　病棟薬剤業務実施加算とは，平成24年度診療報

酬改定において，薬剤師が病棟で行う薬物療法の

有効性，安全性の向上に資する業務（病棟薬剤業

務）が評価され，入院基本料を算定している患者

に週 1 回加算可能な業務である。当院は「病院機

能評価」の認定を取得し，「Joint Commission 

International （JCI）」の認定取得への動きもあり，

病院全体が病棟薬剤業務実施加算の算定へ向けて

活動を開始した時期であった。薬剤部では，以前

からエイズ治療研究開発センター（AIDS clinical 

center以下，ACC）病棟で薬剤師の病棟常駐業

務を行っており，医薬品情報提供，薬剤管理指導，

持参薬鑑別，患者投薬状況の把握などの業務を

行っていた。また，病棟業務の一環として全病棟

で持参薬鑑別を行っていた。私はレジデント期間

中に先輩薬剤師とともにACC病棟に常駐して病

棟常駐業務を学んだ。また， 2 ヵ月ごとに様々な

診療科のカンファレンスや回診へ参加して，臨床

を学ぶことができた。

　病棟薬剤業務実施加算取得に向けた担当チーム

に参加した期間は 4 ヵ月と短い間であったが，

様々な経験を積み，多くのことに気付くことがで

きた。これまでは薬剤師の業務を他職種の目線で

見たことがなく，他職種の業務を積極的に知ろう

としていなかった。しかし，他職種の業務を理解

し，病棟に上がって薬剤師の業務を理解してもら

うことで，一丸となってチーム医療を実践し，患

者に最良の医療が提供できると感じた。他職種と

のコミュニケーションをとることで，どのような

意図で薬剤が処方されているのか，調剤された薬

剤がどのように患者に投与されているのか理解す

ることができた。これは薬剤部内においては学ぶ

ことのできない事であった。

　また，知識や経験年数が異なる薬剤師が病棟で

図 2 　学会発表　日本環境感染学会
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の業務の質を担保するためには，マニュアルの作

成が重要であった。病棟業務は，服薬指導や持参

薬管理業務だけでなく多岐にわたる。決して人員

が多くない薬剤師が病棟業務を円滑に実施するた

めには，薬剤師同士が互いにフォローをしながら

業務を行うことが重要であると実感した。担当

チームの一員として，他職種とともに連携しなが

らマニュアル作成に参加できたことは，とても有

意義であった。

③学会発表

　当院は国立高度専門医療研究センター（ナショ

ナルセンター）の一施設として，薬剤師レジデン

トも積極的に臨床研究に取り組み，研修期間中に

少なくとも 1 回の学会発表を行うこととされてい

る。

　私は，日本環境感染学会において「トランスレー

ショナル医療をTDMへ　バンコマイシン使用の

手引きにおける遵守率の調査」という演題でポス

ター発表を行い（図 2 ），日本薬学会において「海

外からの持参薬の確認試験を行った事例報告」と

いう演題で口頭発表を行った（図 3 ）。日本環境

感染学会では，薬剤部の先輩薬剤師の手厚いサ

ポートと，Infection Control Team（ICT）にお

ける医師の先生方にもサポートしていただき発表

にたどり着くことができた。学会発表はデータの

集計やスライド作成など時間と労力を必要とする

根気のいる作業であったが，臨床研究の基礎を学

べる良い経験となった。

　また，日本薬剤師レジデント制度研究会が開催

する第 4 回日本薬剤師レジデントフォーラムで

は，シンポジストとして参加する機会を得た。現

在のレジデント制度は，大学病院や専門病院など

それぞれ異なる環境やカリキュラムで研修を行っ

ている。シンポジウムでは，薬剤師レジデント制

度を設けている病院のレジデント教育担当者とレ

ジデントが集まり，現在の薬剤師レジデント制度

と今後の展望に関して討論を行った。他施設の薬

剤師レジデントとレジデント制度のメリットやデ

メリットを本音でぶつけ合うことで，今後のレジ

デント制度について考えるよい機会となった。薬

剤師レジデントに興味のある学生は，フォーラム

に参加することで薬剤師レジデント制度の現状と

展望に触れることができるので，是非とも参加し

ていただきたい。

4 ．現在の状況と今後

　薬剤師レジデントを修了し，当院の常勤薬剤師

として働き 5 年目を迎えた。現在は，主として脳

神経外科・神経内科の病棟担当薬剤師として従事

しており，レジデント研修中に得た知識を糧に

日々の業務に取り組み，新たな知識と経験を積ん

でいる。

　今後は，自身の担当診療科の知識を深めるとと

もに，感染症関連の業務にも携わり，様々な目線

から患者の治療に向き合いたい。そして，薬剤師

レジデント経験者として，今後の薬剤師レジデン

ト制度の発展に向けて取り組んでいきたい。

5 ．最後に

　レジデントを経験して，病院薬剤師として幅広

い視野を持つことの大切さを学び得ることができ

た。病院では様々な職種のスタッフが働いており，

それぞれの職能を活かしながら一人ひとりの患者

を支えている。そして，薬剤師はセントラル業務

や病棟業務などを通して，患者への医療を支えて

いる。最良の医療を患者に提供するためには，他

職種や同僚である薬剤師と一丸となり良質な医療

を提供することが大切と考えている。


